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当社は、平成

日とする剰余金の配当（復配）を行うことについて決議しましたので、

なお、本件につきましては、平成

定であります。

１． 配当の内容

基準日 

１株当たり配当金

配当総額

効力発生日

配当原資

 

２．理由

当社は、企業価値の向上と株主の皆

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

しつつ、安定した配当の実施に努めてまいります。

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

としております。

 当期の期末配当金につきましては、平成

画期間（平成

ことから、公表どおり１株当たり７円

 

（参考）年間配当の内訳

 

基準日 

平成 28 年３月期

平成 27 年３月期実績

 

当社は、平成 28 年５月

日とする剰余金の配当（復配）を行うことについて決議しましたので、

なお、本件につきましては、平成

定であります。 

配当の内容 

 

１株当たり配当金 

配当総額 

効力発生日 

配当原資 

２．理由 

当社は、企業価値の向上と株主の皆

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

しつつ、安定した配当の実施に努めてまいります。

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

としております。 

当期の期末配当金につきましては、平成

画期間（平成 26 年３月期～平成

ことから、公表どおり１株当たり７円

（参考）年間配当の内訳

年３月期実績

年３月期実績

剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）

年５月 12 日開催の取締役会におきまして、下記のとおり平成

日とする剰余金の配当（復配）を行うことについて決議しましたので、

なお、本件につきましては、平成

平成

237

平成

利益剰余金

当社は、企業価値の向上と株主の皆

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

しつつ、安定した配当の実施に努めてまいります。

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

当期の期末配当金につきましては、平成

年３月期～平成

ことから、公表どおり１株当たり７円

（参考）年間配当の内訳 

実績 

年３月期実績 

剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）

日開催の取締役会におきまして、下記のとおり平成

日とする剰余金の配当（復配）を行うことについて決議しましたので、

なお、本件につきましては、平成 28 年６月

決定額 

平成 28 年３月 31

７円 00 銭 

237 百万円 

平成 28 年６月 24

利益剰余金 

当社は、企業価値の向上と株主の皆さまに対する利益還元を経営上の最重要課題と認識しており、配

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

しつつ、安定した配当の実施に努めてまいります。

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

当期の期末配当金につきましては、平成 28

年３月期～平成 28 年３月期）累計

ことから、公表どおり１株当たり７円の配当（復配）

第２四半期末

会 社 名

代表者名

 

問合せ先

 

剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）剰余金の配当（復配）に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ

日開催の取締役会におきまして、下記のとおり平成

日とする剰余金の配当（復配）を行うことについて決議しましたので、

年６月 23 日開催予定の当社第

記 

直近の配当予想

（平成

31 日 

 

 

24 日 

 

に対する利益還元を経営上の最重要課題と認識しており、配

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

しつつ、安定した配当の実施に努めてまいります。 

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

28 年３月期の連結業績が概ね計画通り

年３月期）累計の利益面

（復配）を実施することといたします。

１株当たり配当金（円）

第２四半期末 

０円 00 銭 

０円 00 銭 

会 社 名  株 式 会 社 コ ス モ ス イ ニ シ ア

代表者名  代 表 取 締 役 社

 （ コード番号

問合せ先 
 執 行 役

経営管理本部

 

に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ

日開催の取締役会におきまして、下記のとおり平成

日とする剰余金の配当（復配）を行うことについて決議しましたので、

日開催予定の当社第

直近の配当予想

（平成28年２月４

同左 

同左 

― 

― 

― 

に対する利益還元を経営上の最重要課題と認識しており、配

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

年３月期の連結業績が概ね計画通り

の利益面においても、同計画を上回る実績となった

を実施することといたします。

１株当たり配当金（円）

期末

株 式 会 社 コ ス モ ス イ ニ シ ア

代 表 取 締 役 社

コード番号 

執 行 役

経営管理本部 副本部

（ TEL. 03

に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ    

日開催の取締役会におきまして、下記のとおり平成 28

日とする剰余金の配当（復配）を行うことについて決議しましたので、お知らせいたします。

日開催予定の当社第 47 期定時株主総会に付議する予

直近の配当予想 

４日公表） 

平成

に対する利益還元を経営上の最重要課題と認識しており、配

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

年３月期の連結業績が概ね計画通り

においても、同計画を上回る実績となった

を実施することといたします。

１株当たり配当金（円） 

期末 

７円 00 銭 

０円 00 銭 

平成 28 年５

株 式 会 社 コ ス モ ス イ ニ シ ア

代 表 取 締 役 社 長 高 木 嘉

 8844  JASDAQ 

執 行 役 員 

副本部長 
岡村

TEL. 03-5444

日開催の取締役会におきまして、下記のとおり平成 28 年３月 31

お知らせいたします。

期定時株主総会に付議する予

前期実績

平成 27 年３月

０円 00

― 

 

 

に対する利益還元を経営上の最重要課題と認識しており、配

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

年３月期の連結業績が概ね計画通りとなり、中期経営計

においても、同計画を上回る実績となった

を実施することといたします。 

 

年間

７

０

 

５月 12 日 

株 式 会 社 コ ス モ ス イ ニ シ ア 

高 木 嘉 幸 

JASDAQ ） 

岡村 さゆり 

5444-3210 ） 

31 日を基準

お知らせいたします。 

期定時株主総会に付議する予

前期実績 

年３月 31 日 

00 銭 

 

に対する利益還元を経営上の最重要課題と認識しており、配

当政策につきましては、株主各位に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を考慮

なお、当社は、取締役会の決議により中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、毎

事業年度における配当につきましては、期末配当金として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針

、中期経営計

においても、同計画を上回る実績となった

年間 

７円 00 銭 

０円 00 銭 

以 上 


